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1  1ま  じ め に

これまで著者らは, キャベツ, トウモロコシなどの

畑作物で,定植前に一定量のリン酸塩水溶液を与えるこ

とで,総 リン酸施用量を大幅に削減しても,慣行並の収

量を得られることを明らかにしてきたり
。

水稲は,移植作物としては,最大の作付面積を持ち,

仮にこの定植前リン酸施肥法が水稲にも適用可能であれ

ば,限りある地下資源を原料とするリン酸肥料の節減に

大いに資することが期待される。

本研究では,水稲について本施肥法によるリン酸減肥

栽培の可能性を検討した。

2試 験 方 法

水稲 (品種 :ササ‐シキ)を塩水選,種子消毒 (テ ク

リー ドCフ ロアプル 200倍 )の後,10℃で 5日 間浸漬、30

℃で 1日 間催芽の後、2002年 4月 10日 にみのるピー ト

培土を充填したみのるポット448に播種し、畑苗代で葉

齢が約 5になるまで育苗した。

第 1表に示した4試験区を設定し、5月 17日 にリン

酸処理の後、1/201Xlaワ グナーポットに定植した。。

リン酸処理は Pa1 50/0に 調整したCP04:OP04=

3:1水溶液を育苗ポットの苗土に掛け流し、約 1時間

後に 1個体ずつ移値した。

移植後、毎週、草丈、分げつ数、葉齢の測定を行うと

ともに、6月 14日 ,7月 12日 ,8月 14日 に抜き取り調

査 (各 3個体)をおこない,10月 9日 に収穫調査 (各 5

個体)を行つた。

3 試験結果及び考察

移植前にリン酸処理を行うことで,移植後 3～ 4週 目

では,慣行施肥 (CllXl区 )よ り草丈,分げつ数,葉齢 ,

乾物重とも勝つた (図 1, 2, 3, 4)。 特に分げつ数

は, 1つ以上多くなつた。

移植後 3週 日までのC100区の生育は,無 リン酸区lC0

区)と 差が認められないが, リン酸処理を行つた区(P25

区,PO区)では新しい分げつが出現し始めており,キ

ャベツや トウモロコシ同様に、移植前のリン酸施用によ

り、十分なリンが作物体に供給され、活着、初期生育が

促進されたものと考えられた。

また水稲では湛水条件にあるため、畑作物でしばしば

発生するリン酸の高濃度障害が全く発生しなかつた点が

注目された。

しかし,移値5週 日以降,慣行施肥区の生育が急速に

高まり,最終的な収量は,P25区でも CllXl区 の 44%程

度にとどまつた (表 2)。

今回試験に用いた土壌は,可給態リン酸 (プ レイ 2法 )

が約 1 5mg/11111gと 非常に低かつたため,移植前リン酸

施用のみでは,生育に必要なリン酸が不足したものと考

えられた。そのため,最高分げつ期の分げつ数が P25

区,PO区 ともCllXl区 より少なくなつただけでなく,最

高分げつ期自体が 2週間程度早まり,有効茎歩合が低下

し,十分な穂数が確保できなかつたことが,低収となつ

た一番の要因であつた。

ただ今回の試験のように元肥リン酸施肥量を慣行の

25%ま で削減すると,慣行並の収量は得られなかつたが,

定植前リン酸施用による初期生育促進効果をうまく活用

することで,元肥リン酸を慣行施肥量より削減できる可

能性は残された。

なお出穂日は,P25区が 8月 7日 で,Cl∞ 区の 8月 8

日とほぼ同じであつたが,CO区および Pll区では,8月 10

日とやや遅くなつた。
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水稲にリン酸カリ溶液を与えてから移植を行 うこと

で,初期生育は慣行施肥に比べて旺盛であつたが,元肥

リン酸施肥量を慣行の 25%に まで削減すると,移植後 5

週目あたりから,生育が悪くなり,穂数を十分確保でき

なかつたため,慣行並の収量を上げることはできなかつ

た。

表 1 試験区の設定

リン酸処理 目場へのリン酸施肥量

(kg / 10a)

EI H*tr

l) Watanabe, K.; Watanabe, Y. ; Niino, T. 1998. Amount

of phosphorus application can be reduccd to 2@/o of tlrc

conventional fertilizer system by mears of pre-transplanting

applicalion. Abstracts of xxv Intemational Horticultural

Congress, p. I 84.
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図2 移植前リン酸処理を行つたときの分げつ数

の変化
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図 1 移植前 リン酸処理を行つたときの草丈の変化
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図3 移植前 リン酸処理を行つたときの葉齢の変化
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図4 移植前リン酸処理を行つたときの乾物重の変化

表2 移植前リン酸処理を行つたときの収量,お よび収量構成要素

6月 14日 7月 12日 8月 14日

収量(g/4) 穂数  1穂穎花数 登熟歩合(%)千粒重(g)全乾物重(g)

CllXl

C0

P25

P0

83.98

80.88

26●

18.9b

222o

21.Sa

432●

■4●

22.6b

17.3b

1■35o      122o      72.1■

097●       3.2c      199c

*各 項 目で ,異 な る

アル ファベ ッ トは ,

詢 町 の 多 重 検 定

で 有 意 差 が あ る こ

とを示す
■56b     68b    α 9 ab    82.3o

457b     50b●     500b     850o
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